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１． はじめに 
近年ＴＶ放送のデジタル化や多チャンネル化に伴い、ユ

ーザが入手できるコンテンツの量は増加の一途をたどって
いる。またハードディスクや DVD-R,±RW といった蓄積
メディアの低廉化、大容量化と相まって、ユーザが記録保
存できるコンテンツ量は膨大なものになりつつある。しか
し、ユーザがコンテンツ視聴に使える時間は限られている。
そのため、見たいコンテンツだけを素早く見ることのでき
るシステムの実現が期待されている。 
本論文では、比較的簡単な手法でＴＶニュース番組から

冒頭テロップ（ニュースの冒頭シーンで画面上に表示され
るテロップ）を自動検出する手法を述べる。冒頭テロップ
を検出することで各冒頭シーンの開始終了時刻が分かり、
ここの部分だけをつなげることによりニュースの自動ハイ
ライト作成が実現できる。さらに応用例として、ニュース
のインタラクティブ再生を提案する。 
 
２． ニュース番組の構成 
一般的なニュース番組は、複数のニュース項目から成っ

ており、更に各ニュース項目は「冒頭シーン」「詳細シー
ン」の順で構成される。 
冒頭シーン：アナウンサーがニュース項目の概要を説明

するシーン。 
詳細シーン：現場の様子など、そのニュースについて詳

細に説明するシーン。 
ニュースの冒頭シーンを自動検出し、この部分をつなげ

ることにより、ニュースのハイライト作成が可能となる。 
ニュースの冒頭シーンを検出する研究は、例えば、ニュ

ース映像の中でアナウンサーが表示されるシーンを抽出す
る 1 など、従来から行われている。しかしこれらは複雑な
処理を必要とし、冒頭シーンの画面構成（アナウンサーの
人数、スタジオセットの変更など）に影響を受けやすいと
いう問題があった。 
 
３． 本研究での手法 
ニュースの冒頭シーンには、これから伝えるニュース内

容を一文で表すテロップが表示される。ここでは、これを
ニュースの「冒頭テロップ」と呼ぶ。冒頭テロップは、視
聴者にニュースの内容を端的に分かりやすく伝える目的で
表示されるため、以下の性質を持つ。 
・他のテロップと比べて、文字サイズが大きい。 
・毎回ほぼ定位置に表示される。 
・複数回表示される。 
・背景画や他のテロップと比べて、より高い（または、
より低い）輝度の画素で構成される。 

我々はニュースに出現する様々なテロップから、これら
の性質を持つテロップ（冒頭テロップ）が自動検出できれ

ば、ニュースの冒頭シーンを検出できると考えた。次項よ
り冒頭テロップの具体的な検出手法を述べる。 
 
３．１ テロップ検出手法 
テロップ検出は、一般的な手法であるエッジ抽出により

行う。ただしエッジ抽出のみでテロップを検出しようとす
ると、検出精度がニュース毎にばらつくため、本研究では
輝度データも併せて用いる。 
具体的手法として、まず抽出したエッジ情報をもとに、

大まかなテロップ領域を求める。次に、得られたテロップ
領域内で、エッジ画素の輝度データ全てを取得してヒスト
グラム化し、ある輝度を閾値として高輝度部と低輝度部と
に二分する。更に高輝度部と低輝度部それぞれの領域で再
度二分し、より高い（または低い）輝度成分集合αを得る。
抽出されたエッジ画素から、集合αに含まれる輝度成分か
ら成る画素のみをエッジとして残すことで、テロップ領域
が高精度に抽出される。 
次に、得られたテロップの文字サイズおよび表示位置を

求める。ニュースのテロップは横書き文字が多いため、本
研究では文字の高さと表示位置上端の Y 座標成分とを、そ
れぞれ文字サイズおよび表示位置とした。このような手法
で、ニュース番組内で表示される全てのテロップを対象と
し、文字サイズが s であり且つ表示位置が p であるテロ
ップの数を  spn , とし、統計を取る。 p および s の取り
うる範囲は 
 

)(0,0 pHsHp   
 
である。ここで H はニュース画像フレームの高さであり、
p および s は整数値をとる。 

 
３．２ 冒頭テロップ判定手法 
得られたテロップの統計データ 

 

))(0,0(],[ pHsHpspn   
 
をもとに、冒頭テロップを判定する。本節の最初で述べた
ように、冒頭テロップは一般的に複数存在し、文字サイズ
が大きく、毎回ほぼ定位置に表示されるという特徴を持つ。
そこでこのような特徴を持つテロップを検出し、冒頭テロ
ップと判定する。以下に、冒頭テロップ判定の具体的手法
を述べる。 
まず冒頭テロップの最小数として、適切なしきい値 thl

を設定する。次に、テロップの文字サイズを要素として持
つ集合 S を、次のように定義する。 
 

 nssS ,...,1   nkthlspn kk  1,],[  
 
更に集合 S の構成要素のうち、最大のものを maxs とする。
つまり 

† パイオニア（株） 研究開発本部 総合研究所 

 

75

I-033

FIT（情報科学技術フォーラム）2003



 

 ml ssMaxs ,...,max    
 
である。この時、 

thlspn ],[ max  

を満たす p および maxs のペアを、それぞれ冒頭テロップ
の表示位置および文字サイズと決定する。もしも maxs が t
個存在する場合 )1( t 、 p と maxs のペアも t 個存在する。
こうして決定されたテロップ表示位置 p と文字サイズ

maxs のペアから、冒頭テロップを判定し、その出現時刻
を決定する。 
 
３．３ 検出精度改良手法 
前項までの手法に加え、更に冒頭テロップの検出精度を

上げるため、以下の手法も適用した。 
・画面下部のテロップにのみ注目 

ニュースの冒頭テロップは基本的に画面下部に出現す
るため、画面下部のテロップにのみ注目し、不要なテ
ロップを検出対象から外した。 

・ニュース番組の前半を重視 
一般的なニュース番組では、後半部分にはスポーツや
天気予報など、冒頭テロップ以外の情報が組まれてい
る場合が多い。そこでニュースの前半部分を重視し、
冒頭テロップの検出を行った。 

・時間的に近いテロップをカウントしない 
各冒頭テロップはある程度時間間隔を空けて表示され
るため、時間的に近い間隔で連続表示されるテロップ
を検出対象から外した。 

 
４． 実験 
以上の手法を用いて、ニュースの冒頭テロップを検出す

る実験を行った。実験対象は関東圏の放送局、全 6 チャン
ネルで放送時間が 30 分以上のニュース計 19 番組である。 
実験結果を表１に示す。ここで、 
再現率＝良検出数／冒頭テロップ数 
適合率＝良検出数／全検出数 

である。冒頭テロップの検出率（再現率）は最小 72.7%、
平均 94%であった。 
 
５． アプリケーション例 
ニュースのハイライト再生を行うには、この冒頭テロッ

プを含むシーン（即ち冒頭シーン）をつなげて再生すれば
よい。アナウンサーによる各ニュースの概要シーンが続け
て再生され、途中の現場中継画や解説などがスキップされ
る。 
ここでは更に冒頭テロップを選択ボタンにした、ニュー

スのインタラクティブ再生を行うアプリケーション例を図
１に示す。図のように、事前に冒頭テロップ画像をフレー
ムから切り出しておき、選択ボタン（図中左上部）として
登録しておく。各ボタンにニュース項目の開始終了時刻を
割り当てておくと、ユーザはボタンを選択するだけで、見
たいシーンからニュースを視聴することが出来る。この場
合、ニュース項目の開始時刻は冒頭テロップ出現時刻の直
前のカット点とし、終了時刻は次のニュース項目の開始時
刻として設定すればよい。 

表１：冒頭テロップの検出実験結果 
 

図１：ニュースのインタラクティブ再生例 
 
６． 考察 
ニュース番組の冒頭テロップ自動検出を実現した。エッ

ジ抽出や輝度の二分化など、従来技術と比較して簡単な方
法で実現しているため、リソースが少ない機器でも十分実
現可能であると考えられる。 
更に、冒頭テロップを用いてニュースのハイライト再生

を行うアプリケーションや、インタラクティブ再生を行う
アプリケーションを例示した。冒頭テロップ画像を選択ボ
タンとしてフレームより切り出すだけなので、文字認識や
語彙理解など複雑な処理を必要とせずに、インタラクティ
ブ再生が簡単に実現できる。 
冒頭テロップの検出結果を見ると、ほとんどの冒頭テロ

ップが正しく検出されていることが分かる。ただし、冒頭
テロップが全く検出できないニュースも若干存在する。こ
れらは冒頭テロップの文字サイズが小さいものや、その表
示位置がニュース項目毎に異なるものであった。今後さら
なる性能向上を目指したい。 
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